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1．研究の目的 

三方五湖を対象水域としワカサギの生息環境を調査するとともに、環境 DNA 分析などの新

技術を用いてワカサギの分布や移動状況、放流後の生残状況について把握し、資源回復に有

効な環境保全の方法や効果的な放流手法を開発する。 

 

2．研究結果 

2.1 環境調査 

水月湖と三方湖の 8 定点で水質測定、動物プランクトン採集を実施した。ワカサギふ化

仔魚の生残率と初期餌料となるワムシ類やカイアシ類幼生との間には密接な関係があると

言われており 1-2)、ワカサギの産卵時期や発眼卵放流によってふ化した仔魚が存在する 2月

から 6 月の動物プランクトンに注目した。水温が上がる 4 月以降はカイアシ類幼生が多く

なるものの、約 20年前と比べて三方湖でのワムシ類やカイアシ類幼生の個体数が約１/8に

まで減少していることが分かった。水温については、三方湖では 7月から 9月にかけて 30℃

以上の高水温が 2 ヶ月以上連続しており、夏季の水温によって他県の湖の漁獲量が減少し

たり、死亡した報告があるように 3-4)、湖内の生息環境は厳しいことが示された。さらに、

発眼卵のふ化適温は 6～19℃の範囲であるが 5-6)、発眼卵を放流する 4 月中旬の水温はすで

に 19℃前後とふ化時期にしては高く、正常にふ化できていないことが危惧された。また、

外敵となる三方湖のオオクチバスは減少傾向であり、スズキによる捕食の実態が確認され

ないことから、捕食による影響も少ないと考えらえた。 

2.2 生息環境 

三方湖と水月湖の 15定点で環境 DNA分析を実施（図 1）、主漁期となる 12月から 3月に

漁獲データを収集し、分析用に魚体を採集するため袋網調査も行った。また、発眼卵を試

験放流し、漁獲されたワカサギの耳石の日齢査定と mtDNA 分析により由来を推定し、放流

効果の検証を行った。 

2021 年から 4 年間調査して定量値以上の環境 DNA が検出されたのは、2023 年の 10 月と

2024 年 2 月、3 月のみであり（図 2）、この年は 1 月と 2 月に水月湖と三方湖で 17 尾の漁

獲報告があった。環境 DNA が検出された時期と漁獲された月とは異なるが、産卵のために

湖に回遊し生息し続けたことで検出されたと考えられた。一方、発眼卵放流後の 5 月や 6

月、30℃以上の高水温が続く 8 月と 9 月は一度も検出されず、この時期、湖内ではほとん

ど生息していないことが推察され、湖内の生息環境が厳しいことを裏付ける結果となった。

また、4年間で採集されたワカサギは 1月から 3月に漁業者によって漁獲された 21尾のみ

であり、多くは生殖腺が発達した成熟個体で産卵に関与すると考えられた。このうち 10尾

の耳石の Sr/Ca比を分析し回遊パターンを判定したところ 7)、湖内滞在型が 3尾に対して、

降海回遊型は 7 尾と多い傾向となり、環境 DNA の結果と同様に湖内の生息環境が厳しいこ



とを示していると考えられた。 

 

 

 

2022年から 3年間

は、発眼卵の試験放

流を行った（表１）。

2022 年はシュロ枠

に発眼卵を付着させ

ふ化するまで湖面の

生簀に設置する従来

の方法で放流した。 

2023、2024 年は生残率を向上させるためにハッチングジャーで卵管理を行い、ふ化が始

まったと同時に放流した。いずれの年も放流したふ化仔魚数は入手した卵数の 20％であっ

た。 

また、漁獲されたワカサギ 20尾を供試魚として、耳石の日齢査定と mtDNA分析を行った。

日齢査定の結果から、漁獲されたワカサギは直近で放流した発眼卵由来と推定され、mtDNA分析

の結果でも多くは網走湖産や諏訪湖産など発眼卵由来と推定された。 

 

3．成果のまとめと今後 

ワカサギにとって三方五湖内の環境は、生存するには厳しい状況であり、それを裏付ける

ように、放流直後から夏季にかけて環境 DNA は一度も検出されなかった。さらに、現存する

わずかなワカサギは、直近に放流した発眼卵によって支えられており、その中でも湖内滞在

型より降海回遊型が多く、湖内で産卵はしているが、再生産による生存個体は放流由来に比

べて少ないと推察された。 

図 1．環境 DNA 分析を行った地点 

図 2．ワカサギの環境 DNA 濃度 

表 1．ワカサギの発眼卵試験放流 

設置（放流）時期 卵入手先
使用卵数

（万粒）

ふ化仔魚数

（万尾）

ふ化率

（％）

2022年4月11日 諏訪湖 150 ？ ？

2023年5月11日 網走湖 1,000 200 20

2024年4月 下旬 網走湖 2,000 400 20



 以上のことから、湖の餌料や水温の状況が変わらない限りは、資源の回復は困難であると

考えられた。今後、発眼卵放流を継続するなら、ふ化の適正水温の範囲内となるよう、発眼

卵を早めに確保し、ハッチングジャーで集約的に管理するなどできるだけ生残率を向上させ、

漁獲量が増えるか経過観察したうえで、放流を継続するかどうか検討すべきである。一方で、

県内でも高水温の影響が少ないダム湖などはワカサギが増殖できる可能性があり、漁協の意

見を聞きながら漁場の拡大を検討していきたい。 
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